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Ⅰ. 

中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

中
央
会
で
は
、中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
の

状
況
や
課
題
、希
望
す
る
支
援
な
ど
、実
態
を
つ
か

む
た
め
、県
内
の
企
業
や
組
合
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

対
象
は
、公
益
社
団
法
人
静
岡
県
国
際
経
済
振

興
会
会
員
か
ら
抽
出
し
た
静
岡
県
内
の
中
小
企
業

四
○
○
社
及
び
本
会
会
員
か
ら
抽
出
し
た
二
一
五

組
合
で
、平
成
二
三
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に

か
け
、郵
送
に
よ
り
調
査
。一
三
六
社（
回
答
率

三
四.

○
％
）・
一
○
八
組
合（
同
五
○.

二
％
）か
ら

回
答
を
得
た
。

（
1
）海
外
市
場
開
拓
の
実
態
と
そ
の
理
由

■ 
半
数
以
上
の
企
業
が
海
外
へ
の
販
売
実
績
を
有

す
る

■ 

海
外
市
場
開
拓
の
理
由
は
、
国
内
の
取
引
先
の

海
外
進
出
と
新
規
市
場
の
開
拓
で
七
割
を
超
え

る
■ 

現
状
の
販
売
先
は
中
国
が
六
割
超
。
今
後
の
販

売
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
期
待
が
高
い

■
海
外
市
場
開
拓
の
必
要
性
の
認
識
高
ま
る

①
海
外
市
場
へ
の
販
売

調
査
対
象
で
あ
る
県
内
企
業
で
、「
自
社
製

品
を
海
外
市
場
に
販
売
し
て
い
る
」
企
業
は

五
四.

四
％
（
七
四
社
）。
一
方
、「
海
外
市
場

に
販
売
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は

四
五.

六
％
（
六
二
社
）
で
あ
っ
た
（
図
表
①
）。

②
海
外
へ
の
販
売
を
始
め
た
理
由

海
外
へ
の
販
売
を
始
め
た
理
由
は
「
国
内
取

引
先
が
海
外
進
出
し
た
か
ら
」
が
四
四.

六
％

と
一
番
多
く
、
次
い
で
「
新
規
市
場
開
拓
」
の

三
一.

一
％
、「
国
内
市
場
の
伸
び
悩
み
」
の

一
三.

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
国
内
の
取
引
先
に

追
随
す
る
企
業
が
多
い
が
、
海
外
に
市
場
を
求
め

て
と
い
う
能
動
的
な
理
由
も
か
な
り
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
（
図
表
②
）。

国内市場の成熟による市場拡大の限界や中国・インドなど新興国の急成長などに伴い、企業にとってグ
ローバルな展開が一層求められる時代に入った。中小企業にとっても自らがさらに発展するためには、海
外の市場を開拓することに活路を見出すことが従来にも増して重要となってきている。
こうした中、中央会では昨年度、地域産業実態調査事業の一環として、県内中小企業における海外市場
開拓の状況や課題、その克服策、そして中小企業の海外市場開拓展開に対する組合の支援状況に関する調
査を実施した。
特集では、その概要を紹介する。

特集
地域産業実態調査にみる

中小企業の
海外市場開拓への取り組み

図表① 海外市場での販売実績図表② 海外への販売を始めた
　　　 理由

自社製品を
海外市場に
販売している

74社
54.4%

自社製品を
海外市場に
販売していない

62社
45.6%

自社製品を
海外市場に
販売している

74社
54.4%

自社製品を
海外市場に
販売していない

62社
45.6%

新規市場
開拓

31.1%

新規市場
開拓

31.1%

国内市場の
伸び悩み
13.5%

国内市場の
伸び悩み
13.5%

国内取引先が
海外進出したから

44.6%

販売先は国内外を
区別していないから

6.8%
不明4.1%
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中小企業の海外市場開拓への取り組み

③
海
外
へ
の
販
売
の
き
っ
か
け

海
外
へ
の
販
売
の
き
っ
か
け
は
、
海
外
へ
の

販
売
を
始
め
た
理
由
と
関
連
し
て
、「
顧
客
か

ら
の
直
接
の
引
き
合
い
」
が
五
八.

一
％
と
半

数
を
超
え
、
こ
れ
に
「
日
本
商
社
の
誘
い
」
の

二
五.
七
％
、「
海
外
の
展
示
会
」の
二
三.

○
％
、「
国

内
の
展
示
会
」「
現
地
商
社
の
誘
い
」
が
と
も
に

一
六.

二
％
で
続
い
て
い
る
（
図
表
③
）。

事
例
調
査
先
の
コ
メ
ン
ト
で
も
、
展
示
会
へ
の

出
展
が
最
初
の
現
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
意
見

が
あ
り
、
現
地
と
の
既
存
の
関
係
が
な
い
場
合
は

展
示
会
が
最
も
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
て

い
る
。

④
販
売
先
に
つ
い
て

販
売
先
の
国
（
地
域
）
で
は
、中
国
が
六
四.

九
％ 

で
ト
ッ
プ
。
こ
れ
に
、
台
湾
が
五
〇.

○
％
、
韓

国
が
四
七.

三
％
と
続
い
て
お
り
、
近
隣
で
あ
る

東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
成
長
国
に
目
が
向
け
ら
れ
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
タ
イ
が
四
○.

五
％
と
高
い

割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
国
々
は
総
じ

て
三
○
％
以
下
で
、
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど
経

済
成
長
著
し
い
国
へ
の
販
売
は
二
○
％
以
下
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
に
比
べ
て
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
④
）。

⑤
総
売
上
に
お
け
る
海
外
で
の
売
上
と
今
後

総
売
上
に
お
け
る
海
外
で
の
売
上
の
比
率
は
、

「
一
○
〜
三
○
％
未
満
」
が
二
九.

七
％
で
最
多
。

次
い
で
「
三
％
未
満
」
が
二
三.

○
％
と
な
っ
て
い

る
。
海
外
販
売
の
比
率
が
一
○
％
未
満
と
い
う
回

答
が
約
四
割
あ
り
、
海
外
で
の
販
売
は
事
業
の
一

部
と
の
企
業
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
⑤
）。

海
外
で
の
売
上
比
率
の
今
後
の
見
通
し
は
「
増

加
す
る
」
が
五
八.

一
％
と
最
多
で
、「
横
ば
い
」

と
の
回
答
も
二
○.

三
％
あ
っ
た
。
国
内
市
場
の

縮
小
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
海
外
市
場
へ
の
期
待

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表
⑥
）。

図表③ 海外への販売のきっかけ（複数回答）

図表④ 販売先の国（地域）について（複数回答）

図表⑤  総売上における
　　　 海外での売上の比率

図表⑥ 海外での売上比率の
　　　 今後の見通し

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）

顧客からの直接の引き合い 58.1

25.7

16.2

16.2

8.1

58.1

25.7日本商社の誘い

海外の展示会 23.0

国内の展示会 16.2

16.2現地商社の誘い

自社のホームページ 9.5

その他 8.1

4.1金融機関や支援機関主催の
商談会
不明 2.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0（％）

中国（本土） 64.9

47.3

28.4
27.0

25.7
18.9
18.9

64.9
台湾 50.0
韓国 47.3
北米 43.2
タイ 40.5
欧州 39.2

マレーシア 32.4
シンガポール 28.4

香港 27.0
インドネシア 25.7
ベトナム 18.9
フィリピン 18.9
中南米 13.5
インド 13.5
その他 9.5
アフリカ 4.1
不明 1.4

３％未満
23.0%
３％未満
23.0%

３～５％
未満
1.4%

５～10％未満
14.9%

10～30％未満
29.7%

30％以上
14.9%

30％以上
14.9%

不明
16.2%
不明

16.2%

増加する
58.1%
増加する
58.1%

減少する
2.7%

横ばい
20.3%

わからない
16.2%

不明2.7%
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⑥
海
外
市
場
開
拓
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

海
外
へ
の
販
売
の
現
状
評
価
は
、「
効
果
は
大

き
く
な
い
が
満
足
」
が
二
七.

○
％
で
最
も
多
く
、

「
効
果
が
大
き
く
満
足
」
の
一
七.

六
％
が
続
い
て

い
る
。
こ
れ
に
「
進
出
し
な
い
よ
り
は
し
た
ほ
う

が
よ
か
っ
た
」
を
加
え
る
と
、
五
五.

四
％
の
企

業
が
海
外
へ
の
販
売
に
何
ら
か
の
満
足
感
を
感
じ

て
い
る
（
図
表
⑦
）。

今
後
の
海
外
市
場
開
拓
へ
の
取
り
組
み
に
関

し
て
は
、「
積
極
的
に
行
い
た
い
」
と
の
回
答
が

五
九.

五
％
。「
機
会
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
」
を
含
め

る
と
九
割
超
の
企
業
が
肯
定
的
で
あ
る
（
図
表
⑧
）。

今
後
販
売
を
希
望
す
る
国
や
地
域
に
つ
い
て
は

中
国
が
三
二.

三
％
と
一
番
多
く
、
次
い
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
一
九.

四
％
）、
タ
イ
（
一
七.

七
％
）、

韓
国
（
一
七.

七
％
）、
ベ
ト
ナ
ム
（
一
六.

一
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
⑨
）。

既
に
海
外
に
販
売
し
て
い
る
企
業
の
六
割
以
上

が
中
国
に
販
売
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
中
国
を

今
後
の
販
売
希
望
先
と
し
て
あ
げ
た
企
業
は
三
割

と
、
中
国
へ
の
販
売
意
欲
は
や
や
低
下
し
て
い

る
。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
販
売
希
望
が
中
国

に
続
い
て
多
く
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
2
）海
外
市
場
開
拓
の
課
題
と
今
後

課
題
は

■
現
地
販
売
先
の
開
拓
と
交
渉

■
海
外
で
の
販
売
を
担
う
人
材
の
育
成
と
確
保

■
海
外
で
の
競
争
力
を
有
す
る
製
品
の
開
発

①
海
外
市
場
開
拓
に
お
け
る
問
題

海
外
市
場
へ
の
販
売
を
始
め
た
際
の
現
地
に

お
け
る
問
題
は
、「
現
地
販
売
先
の
開
拓
・
交
渉
」

が
四
五.

九
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
現
地
の
情

報
収
集
」
の
四
一.

九
％
、「
現
地
の
法
制
度
・
許

認
可
」
の
三
九.

二
％
と
続
い
て
い
る
（
図
表
⑩
）。

図表⑨ 今後販売を希望する国・地域（複数回答）

図表⑩ 海外販売を始めた際の現地における問題（複数回答）

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0（％）

中国（本土） 32.3
19.4

17.7
17.7

12.9
12.9
12.9

32.3
インドネシア 19.4

タイ 17.7
韓国 17.7
その他 16.1
ベトナム 16.1
欧州 12.9
北米 12.9

マレーシア 12.9
インド 11.3

シンガポール 11.3
台湾 9.7

フィリピン 6.5
香港 6.5
中南米 4.8
アフリカ 1.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0
（％）

現地販売先の開拓･交渉 45.9

41.9

39.2

32.4

31.1

25.7

17.6

45.9

現地の情報収集 41.9

現地の法制度･許認可 39.2

商習慣･制度 32.4

現地の取引先との契約手続き 31.1

言語 25.7

現地金融機関との取引･送金 17.6

その他 5.4

不明 0.0

図表⑦ 海外市場開拓の評価図表⑧ 今後の海外市場開拓
　　　 への取り組み

効果が大きく
大変満足
17.6%

効果が大きく
大変満足
17.6%

効果は大きく
ないが満足

27.0%

効果は大きく
ないが満足

27.0%
 効果が
小さく不満

17.6%

進出しないよりは
した方がよかった
10.8%

進出しないよりは
した方がよかった
10.8%

大変不満 5.4%大変不満 5.4%

どちらとも
いえない
17.6%

どちらとも
いえない
17.6%

不明 1.4% その他 2.7%

積極的に行いたい
59.5%

積極的に行いたい
59.5%

機会があれば
やりたい
35.1%

機会があれば
やりたい
35.1%

あまりやりたいとは
思わない 2.7%

特に考えていない
1.4%

不明 1.4%
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中小企業の海外市場開拓への取り組み

一
方
、
企
業
側
の
問
題
に
つ
い
て
見
る
と
、

「
海
外
販
売
人
材
の
育
成
」
が
六
二.

二
％
と
一

番
多
く
、
次
い
で
「
海
外
市
場
で
の
競
争
力
」

が
五
五.

四
％
、「
海
外
向
け
製
品
の
開
発
」
が

四
四.

六
％
と
続
い
て
お
り
、
市
場
で
の
競
争
力

に
関
す
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら

れ
る
（
図
表
⑪
）。

総
じ
て
見
る
と
、
海
外
で
の
販
売
に
関
す
る
情

報
収
集
や
戦
略
的
展
開
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
大
手
と
比
べ
て
、
中
小
企
業
は

国
内
に
お
い
て
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
は
弱
く
、

情
報
が
よ
く
分
か
ら
な
い
海
外
に
お
け
る
課
題
は

さ
ら
に
大
き
い
と
も
い
え
る
。

②
海
外
で
の
販
売
に
お
け
る
現
在
の
課
題

海
外
で
の
販
売
に
お
け
る
現
在
の
課
題
で
は

「
販
売
先
の
開
拓
」
が
四
三.

二
％
で
最
も
多
く
、

こ
れ
に
「
価
格
対
応
力
」
が
三
六.

五
％
で
続
い

て
い
る
。

「
販
売
先
市
場
の
経
済
環
境
」（
三
五.

一
％
）

や
「
関
税
や
貿
易
制
度
」（
二
九.

七
％
）
と
の
回

答
も
多
く
、
国
内
と
の
制
度
や
慣
習
の
違
い
が
阻

害
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
図

表
⑫
）。

（
3
）海
外
市
場
開
拓
に
対
す
る
支
援

■�

企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
、
販
売
先
開
拓
へ
の

支
援
と
現
地
市
場
に
関
す
る
情
報

■�

支
援
を
受
け
た
、
受
け
た
い
機
関
は
J

 

E

 

T

 

R

 

O

 

が
最
多
で
金
融
機
関
、
公
的
支
援
機
関
が
続
く

海
外
市
場
開
拓
の
際
に
必
要
な
支
援
で
は
、「
現

地
の
販
売
先
開
拓
に
関
す
る
支
援
」「
現
地
の
市

場
情
報
」
が
と
も
に
四
○
％
超
と
際
立
っ
て
多

か
っ
た
。「
現
地
の
事
務
所
な
ど
拠
点
作
り
に
関

す
る
支
援
」
も
二
五.

○
％
の
企
業
か
ら
あ
っ
た

（
図
表
⑬
）。

図表⑪ 海外販売を始めた際の企業側の問題（複数回答）

図表⑫ 海外での販売における現在の課題（複数回答）

図表⑬ 海外市場開拓に必要な支援（複数回答）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）

海外販売人材の育成 62.2

海外市場での競争力 55.4

44.6

5.4

55.4

海外向け製品の開発 44.6

海外展開の資金 20.3

国内協力者 14.914.9

その他 5.4

不明 4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
（％）

販売先の開拓 43.2

価格対応力 36.5

16.2

36.5

販売先市場の経済環境 35.1

関税や貿易制度 29.7

市場競争の激化 24.3
製品競争力 23.0

物流の方法やコスト 16.2
その他 14.9

現地の製品コピー 14.9

販売先市場の政治･社会環境 10.8

現地金融機関との取引･送金 5.4
不明 1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
（％）

現地の販売先開拓に関する支援 46.3

36.8

46.3

現地の市場情報 42.6

現地の諸制度、税制に関する支援 36.8

現地の事務所など拠点作りに関する支援 25.0

進出資金の支援 22.8

日本から派遣する人材に関する支援 22.1

文化･習慣などに関する情報提供 12.5

不明 11.8

現地金融機関の紹介 4.4
支援の必要はない 3.7

その他 2.9
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支
援
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
機
関
、
支
援
を
受

け
た
い
機
関
は
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
）
が
三
五.

三
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
金

融
機
関
、
静
岡
県
内
の
公
的
支
援
機
関
が
と
も
に

二
八.

七
％
、
商
工
団
体
の
一
九.

九
％
と
な
っ
て

い
る
。

金
融
機
関
に
支
援
を
求
め
る
回
答
が
J

 
E

 
T
 

R
O
に
次
い
で
多
く
、
企
業
に
と
っ
て
金
融
機
関

が
身
近
な
相
談
先
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る

（
図
表
⑭
）。

（
4
）�組
合
員
の
海
外
市
場
開
拓
に

対
す
る
組
合
の
支
援
に
つ
い
て

■�

回
答
組
合
全
体
の
九
割
弱
は
組
合
員
の
海
外
市

場
開
拓
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
な
い

■�

支
援
し
た
い
が
で
き
な
い
理
由
は
「
ど
の
よ
う

に
支
援
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
が
最
多

組
合
員
の
海
外
市
場
開
拓
に
対
し
て
、「
支
援

し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
一
一.

二
％
。
ほ
と
ん
ど

の
組
合
で
支
援
が
行
わ
れ
て
い
な
い
（
図
表
⑮
）。

組
合
員
の
海
外
市
場
開
拓
を
支
援
し
て
い
な

い
理
由
の
大
半
が
「
支
援
す
る
必
要
が
な
い
」
の

六
三.

二
％
で
、「
支
援
し
た
い
け
れ
ど
も
で
き
な

い
」と
い
う
回
答
も
一
八.

九
％
あ
っ
た（
図
表
⑯
）。

支
援
し
た
い
が
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
ど
の
よ
う
に
支
援
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

が
五
○.

○
％
と
最
も
多
く
、
組
合
員
の
海
外
市
場

開
拓
を
支
援
す
る
組
合
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

次
い
で
「
人
員
的
余
裕
が
な
い
」
と
の
回
答
が

四
四.

四
％
で
、
運
営
が
必
要
最
小
限
の
事
務
局
体

制
で
な
さ
れ
て
い
る
組
合
の
多
い
こ
と
が
分
か
る

（
図
表
⑰
）。

図表⑭ 支援を受けたことがある、受けたい機関（複数回答）

図表⑰ 組合員の海外市場開拓を支援したいができない理由

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0
（％）

日本貿易振興機構（JETRO） 35.3

金融機関 28.7

28.7

28.7

商工団体（中央会､商工会議所､商工会など） 19.9

特にない 15.4

取引先、親会社など 15.4

不明 13.2

中小企業基盤整備機構 11.0

地方行政機関 10.3

その他 6.6

民間支援機関、コンサルティング会社 5.1

その他公的支援機関（国際経済振興会､
産業振興財団､日中友好協議会など） 28.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

どのように支援すればよいかわからない 50.0

人員的余裕がない 44.4

予算的な余裕がない 38.9

16.7

16.7

38.9

時間的な余裕がない 16.7

海外市場開拓に関する情報の入手が難しい 16.7

その他 5.6

図表⑮ 組合員の海外市場
　　　 開拓の支援状況

図表⑯ 組合員の海外市場
　　　 開拓を支援してい
　　　 ない理由

組合員の
海外市場開拓を
支援していない

88.8%

組合員の
海外市場開拓を
支援していない

88.8%

組合員の
海外市場開拓を
支援している

11.2%

組合員の
海外市場開拓を
支援している

11.2%
支援したい
けれども
できない
18.9%

支援したい
けれども
できない
18.9%

支援する
必要がない

63.2%

支援する
必要がない

63.2%

その他
14.7%

不明3.2%
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中小企業の海外市場開拓への取り組み

（
5
）今
後
の
海
外
市
場
開
拓
の
ポ
イ
ン
ト

〜
調
査
結
果
か
ら
の
提
言

■�
海
外
市
場
開
拓
に
お
い
て
は
初
期
段
階
の
管
理

サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
、
実
行
可
能
性
を

高
め
た
上
で
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
に
臨
む
べ
き

中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
に
つ
い
て
は
、
海

外
へ
の
販
売
の
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

販
売
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し
て
は
既
存
製
品
を
海

外
展
示
会
な
ど
に
出
展
し
、
す
ぐ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
そ
の
一
方
で
、
現
地
市
場
の
情
報
が
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
現
地
の
展
示
会
に
出
展
し
、
現
地

で
有
効
な
情
報
収
集
も
行
え
な
い
た
め
、
そ
の
後

の
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
読
み

取
れ
る
。
海
外
市
場
開
拓
の
初
期
段
階
に
お
い
て

戦
略
的
、
計
画
的
な
対
応
が
行
わ
れ
ず
、
い
わ
ば
、

ぶ
っ
つ
け
本
番
的
な
販
売
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

海
外
販
売
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
ぐ
に
結
果
に
結

び
付
け
た
い
と
い
う
思
い
は
理
解
で
き
る
が
、
ま

ず
は
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
の
計
画
的
か
つ

合
理
的
な
展
開
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
果
か
ら
課
題

を
検
証
し
て
、
海
外
販
売
の
可
能
性
評
価
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
海
外

市
場
開
拓
に
お
い
て
初
期
段
階
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
→
Ｄ
Ｏ
→
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
→
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
）
の
管
理
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
て
、
実

行
可
能
性
を
高
め
て
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
に
臨
む
と

い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

①
海
外
市
場
開
拓
の
計
画
に
関
す
る
策
定
段
階

こ
れ
は
、
海
外
市
場
開
拓
の
基
本
計
画
と
初
期

ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
展
開
の
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
で
あ
る
。
現
地
市
場
の
情
報
の
収
集
は
、
難

航
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
な
情
報
や

経
済
事
情
な
ど
は
日
本
国
内
で
も
あ
る
程
度
は
収

集
で
き
、
支
援
機
関
が
詳
し
い
情
報
を
保
有
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
市
場
に
関
す
る
情
報
と
提
供

す
る
製
品
の
市
場
へ
の
適
合
性
等
に
つ
い
て
仮
説

を
立
て
、「
ど
こ
の
、
ど
の
よ
う
な
市
場
に
、
ど
の

よ
う
な
価
値
を
提
供
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
に
立
っ
た
海
外
市
場
開
拓
の

基
本
計
画
を
作
成
す
る
。
そ
の
上
で
、
初
期
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
何
を
行
う
の
か
、
不
明
な
情
報
は
現

地
で
収
集
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
情
報
収
集
や
展

示
会
出
展
と
い
う
現
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の

具
体
的
展
開
を
計
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

②
現
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
段
階

多
く
の
企
業
が
現
地
展
示
会
へ
の
出
展
を
ア
プ

ロ
ー
チ
の
最
初
の
方
法
と
答
え
て
い
る
が
、
展
示

会
や
商
談
会
で
「
何
を
行
う
か
」
に
は
具
体
的
な

計
画
が
必
要
で
あ
る
。
多
く
の
企
業
で
は
ま
ず
自

社
の
製
品
を
現
地
の
企
業
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
展
示
会
は
市
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。
ど
う

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
活
用
す
る

の
か
、
何
を
訴
求
し
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
や
り

と
り
し
て
く
る
の
か
、
次
の
計
画
見
直
し
に
つ
な

が
る
戦
略
的
な
現
地
ア
プ
ロ
ー
チ
が
望
ま
れ
る
。

③
結
果
検
証
と

　
対
策
検
討
・
販
売
計
画
再
考
の
段
階

現
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
目
的
は
、
市
場
確
認

の
要
素
が
大
き
い
。
現
地
で
得
ら
れ
た
情
報
を
分

析
し
、
現
地
情
報
の
深
堀
り
や
自
社
製
品
の
適

合
性
評
価
を
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

せ
っ
か
く
展
示
会
に
出
展
し
て
も
、
顧
客
の
要
望

や
現
地
の
情
報
が
う
ま
く
収
集
で
き
て
い
な
か
っ

た
り
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
次
の
手
が
打
て
て
い
な
い
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
こ
れ
で
は
、
現
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

活
か
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
市
場
開
拓
の

機
会
が
失
わ
れ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
最
初

の
展
示
会
や
商
談
会
で
す
ぐ
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
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付
く
こ
と
は
少
な
い
、
当
初
は
情
報
収
集
・
状
況

判
断
の
要
素
が
主
体
で
あ
る
と
認
識
す
る
ほ
う
が

良
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
段
階
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
当
初
考
え
て
い
た

販
売
計
画
と
実
態
と
の
差
異
を
認
識
、
分
析
し
て

対
応
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
計
画

の
見
直
し
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
外
部

機
関
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ.�

海
外
市
場
開
拓
へ
の
支
援
の
方
向
性

①
組
合
に
よ
る
組
合
員
へ
の
支
援
の
あ
り
方

今
回
行
っ
た
組
合
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
九
割
近
く
の
組
合
で
組
合
員
企
業
の
海
外
市

場
開
拓
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答

を
得
た
。
一
方
、支
援
を
行
っ
て
い
る
組
合
で
も
、

海
外
市
場
に
関
す
る
情
報
提
供
や
海
外
販
売
に
関

す
る
支
援
機
関
や
行
政
と
の
橋
渡
し
な
ど
側
面
的

な
支
援
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

国
内
市
場
が
縮
小
す
る
な
か
で
、
中
小
企
業
が

今
後
、
そ
の
市
場
を
海
外
に
求
め
る
こ
と
は
、
避

け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
小
企
業
に
よ
る

海
外
市
場
開
拓
へ
の
支
援
す
る
た
め
、
各
支
援
機

関
で
は
次
ペ
ー
ジ
の
事
例
に
も
あ
る
経
済
産
業
省

の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事
業
」
を
初
め
、

相
談
窓
口
の
設
置
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、

そ
し
て
海
外
展
示
会
の
出
展
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を

設
け
て
い
る
。
組
合
と
し
て
も
、
ま
ず
は
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
掲
げ
て
中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
に

関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
中
か
ら
組
合
の
規

模
や
組
合
員
の
業
種
、
事
務
局
体
制
に
応
じ
た
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
海

外
市
場
開
拓
の
支
援
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
組
合
の
専
門
支
援
機
関
で
あ

る
中
央
会
に
相
談
し
、
そ
こ
か
ら
関
係
す
る
専
門

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
自
ら
に
最

も
相
応
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
、

組
合
員
の
海
外
市
場
開
拓
支
援
へ
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
。

②
中
央
会
を
中
心
と
し
た

　
支
援
機
関
の
有
機
的
連
携

中
央
会
と
し
て
も
、
中
小
企
業
の
海
外
市
場
開

拓
に
対
し
て
、
自
ら
が
実
施
す
る
補
助
事
業
を
は

じ
め
、
中
小
企
業
が
海
外
市
場
開
拓
を
目
指
す
上

で
活
用
可
能
な
支
援
策
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
央
会
が
、
海
外
市
場
開
拓
に
取
り
組

む
組
合
や
組
合
員
企
業
を
支
援
す
る
専
門
機
関
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
務
め
る
こ
と
で
、
中
小

企
業
の
海
外
市
場
開
拓
へ
の
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

静
岡
県
内
で
は
、
業
種
ご
と
に
結
成
さ
れ
て
い

る
商
工
団
体
や
支
援
内
容
ご
と
に
区
分
さ
れ
る
静

岡
県
国
際
経
済
振
興
会
や
静
岡
県
日
中
友
好
協
議

会
と
い
っ
た
経
済
団
体
、
そ
し
て
各
金
融
機
関
も

融
資
先
企
業
を
中
心
に
、
海
外
市
場
展
開
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
企
業
の

所
在
地
域
の
広
狭
に
よ
っ
て
、
支
援
先
が
異
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
広
域
・
広
範
な
支
援
機
関
と
し

て
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
や
日
本
貿
易
振
興

機
構
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
機
関

は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野
を
持
っ
て
お
り
、

保
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
も
異
な
る
。

企
業
側
か
ら
す
る
と
一
番
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

機
関
に
相
談
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
単
独

の
支
援
機
関
だ
け
で
は
課
題
を
解
決
で
き
な
い
場

合
も
多
い
。
そ
こ
で
、
中
央
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
得
意
分
野
が
異
な
る
機
関
の
連
携
に
よ
る
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
築
く
こ
と
で
、
課
題
の
解

決
が
解
決
さ
れ
、
海
外
市
場
開
拓
へ
の
道
が
拓
か

れ
る
の
で
あ
る
。

組
合
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
中

に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
で
も
、
中

央
会
が
窓
口
と
な
り
、
組
合
が
相
談
内
容
に
応
じ

て
照
会
先
が
選
択
で
き
る
環
境
が
整
え
ば
、
組
合

自
身
も
支
援
網
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
援
機
関
の
相

互
の
情
報
共
有
や
連
携
の
ア
ク
セ
ス
手
順
と
い
っ

た
、
い
わ
ば
支
援
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
こ
と

が
最
初
の
一
歩
で
あ
る
。
な
お
支
援
機
関
の
中
に

は
、
海
外
販
路
開
拓
に
関
す
る
ス
キ
ル
が
豊
富
で

は
な
い
機
関
も
あ
る
の
で
、
他
機
関
と
の
連
携
に

あ
た
っ
て
は
、
自
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
要

素
の
見
直
し
や
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
の
改
善

も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
を
よ
り
実
り
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
支
援
機
関
に
は
自
ら
の

持
つ
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

組
合
の
専
門
支
援
機
関
で
あ
る
中
央
会
に
中
小

企
業
と
海
外
市
場
を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
や
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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所在地：静岡県焼津市
業　種：水産物加工品製造業
組合員：9名協同組合焼津共同冷蔵

中小企業組合による海外市場開拓の取り組み事例

所在地：和歌山県橋本市
業　種：繊維製品製造業
組合員：67名紀州繊維工業協同組合

■海外展開用に新商品を開発
・量販店が組合員に「低価格・定量・定型」で納品する
ことを要求。しかし水産加工品の場合、これに応えるに
は倍以上の量の原料を仕入れなければならず、中小業者
にとっては厳しい条件であった。
・組合では、組合員の販路を海外に開拓することを目指
し、国の「海外販売展開支援事業」に応募。事業の採択
を受け、高温処理を施した上でレトルト殺菌技術を用い
た、長期保存可能で骨まで食せる比較的安価な製品の開
発に取り組んだ。その結果、中国・東南アジア地域を対
象とした、「味付け鯖の真空パック」の開発に成功。上
海での展示会に、2007年から3回出展した。

■補助事業を活用し海外展示を展開
・2009年に入って、組合では「常温で長期保存可能」を
キーワードに新商品の研究に着手し、「食べる鮪のコラー
ゲン」と「鰹節の端材を活用した液体調味料」を開発。
・並行して応募していた「JAPANブランド育成事業」
への採択が決定。開発した2品に既存の「味付け鯖の真
空パック」を加えて、この事業で海外販売を展開してい
くこととした。
・「JAPANブランド育成事業」の初年度である2010年度

は、中国やベトナムでの展示会に出展しながら、静岡県
日中友好協議会や既に水産物の取引のある焼津水産加工
業協同組合を通じて、現地の水産加工会社に営業活動を
展開してきた。
・2011年度は、この2国にタイ、韓国を加えて展開を図 
っている。タイはコラーゲンのニーズが高く、以前から
日本企業によって水産加工品の缶詰等を生産していたこ
とから、また韓国はコラーゲンとともにキムチ鍋用調味
料のニーズが高いという点を加味して展開先に決めたも
のである。

■現地における消費拡大の仕組みづくりを目指す
・製品サンプルに都道府県の衛生証明を添えるが、その
発行に2週間以上かかる。そのため受注から発送まで1カ
月以上となり、ビジネスチャンスを逸してしまう。
・現地の制度にいかに対応していくか。特に中国は非常
に厳格で、製品サンプルを持ち込むにも検疫を通過する
ことに大変な労力を費やしてしまう。
・東南アジアは活気があり、魅力的な市場である。日本製
品に対する信頼度は大変高いため、現地の在留邦人を通じ
て、日本製品がより消費される仕組みを築いていく。

国内での取引条件が年々厳しくなり、その対応に苦慮するなか、海外への販路開拓を検討。国の補助事業を活用し、
海外向けの製品を開発するとともに、現地での展示会に出展。組合員の製品を消費される仕組みづくりに取り組
んでいる。

■布地の特性を活かし新市場開拓に取り組む
・昭和の時代、組合員の市場は国内のみで、年間出荷額
も500〜600億円を数えていた。その後平成に入ると安価
な海外製品に押され、現在の国内向け出荷額は数十億円
までに縮小してきた。
・パイル地の織物は衣服、家具、インテリア、車のシー
ト地をはじめとする産業用資材と用途が広かったため、
他の織物産地に比べて好不況の波は小さく、また、新た
な用途の打診も寄せられている。

■独自で海外出展する組合員も
・これまで、国の「集積活性化促進事業」や「JAPAN
ブランド育成事業」を活用し、国内外の展示会への出展
やPR事業を通じて「高野口パイル」のブランド化と新
商品開発に取り組んできた。
・海外では、上海、香港、パリでの展示会に出展してき
た。香港は昨年度から出展。欧米有名ブランドのバイイ
ングオフィスが多くあるため、欧米向けの取引が期待で
きる。さらには香港を経由した中国本土との取引も進め

ていきたいと考えている。パリではいくつかの展示会が
開かれている。そのうち、「プルミエール･ヴィジョン」
は団体での出展は不可。審査も厳しいが、それをクリア
して出展した組合員もある。

■海外とのさらなる交流と情報交換を図る
・「各組合員の語学や海外文化への対応力をいかに上げ
ていくか」「やる気のある商社をどのようにして取り込
んでいくか」「海外との取引にいかに慣れ、いかに早く
対応できるようになるか」が課題となっている。
・組合では、国内外の展示会で海外の同業者との交流を
図り、情報を入手することが大切であると考える。同組
合の理事長は、自分たちの市場と考えている国や地域の
展示会に出かけて、地元の同業者と交流することで情報
を仕入れている。
・海外展開は今後も続け、分野も衣料だけでなく、液晶
パネル製造用資材をはじめとする応用領域にも拡げる予
定である。さらに、組合員の後継者にも広い視野を持た
せる意味で、若手を活用した海外展開を図っていく。

世界唯一のパイル布地の総合的産地が自らの生き残りを模索。若手を登用して販路を海外の市場に求めるととも
に、新たな用途の開発にも取り組むことで、「世界的な産地ブランド」の構築を目指す。
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「
半
世
紀
ほ
ど
前
、
組
合
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
に
初
め
て
参
加
し
た
時
、
理

事
長
は
雲
の
上
の
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
立
場

を
こ
れ
ほ
ど
長
く
務
め
る
と
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
」。

六
月
の
総
代
会
で
推
さ
れ
て
理
事
長
に
再

任
。
就
任
九
年
目
を
迎
え
た
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
、
大
手
量
販
店
の

台
頭
、
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
難
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
組
合
員
が
減
少
。
組
合

運
営
の
か
じ
取
り
も
年
々
難
し
さ
を
増
し

て
き
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。

「
毎
年
、
自
転
車
技
士
と
自
転
車
安
全
整

備
士
の
検
定
試
験
に
向
け
た
講
座
を
組
合

で
開
催
し
て
い
る
。
合
格
を
果
た
し
た
受

講
者
が
お
礼
を
述
べ
に
来
て
く
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
時
の
喜
び
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
。
か
つ
て
講
師
を
務
め
た
こ
と
も
あ

る
の
で
、
嬉
し
さ
も
ひ
と
し
お
」
と
目
を

細
め
る
。

長
く
組
合
の
運
営
に
携
わ
り
、
富
士
支

部
長
を
皮
切
り
と
し
て
、
理
事
、
副
理
事

長
を
歴
任
。
平
成
一
六
年
か
ら
理
事
長
を

務
め
る
。
こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

昨
年
、
”静
岡
県
知
事
　
産
業
振
興
功
労
表

彰
“
を
受
賞
し
た
。

「
川
勝
知
事
か
ら
表
彰
状
を
直
接
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
組
合
員
の
お
か
げ
。
私
が
受
け
た

の
で
は
な
く
、
組
合
自
体
が
い
た
だ
い
た

も
の
」。

日
頃
か
ら
組
合
員
に
は
、
営
業
力
の
一

層
の
強
化
を
訴
え
る
。

「
こ
れ
ま
で
自
転
車
店
の
店
主
は
、
下
を

向
い
て
作
業
し
な
が
ら
客
に
応
対
し
て
い

た
。
こ
れ
か
ら
は
客
の
顔
を
見
な
が
ら
応

対
で
き
る
よ
う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

ま
ず
は
こ
れ
が
基
本
」
と
強
調
。

「
組
合
員
も
引
っ
込
み
思
案
の
人
が
多

く
、
営
業
が
苦
手
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
”待

ち
の
営
業
“
で
は
い
け
な
い
。
売
れ
な
い

か
ら
と
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
”打
っ
て
出

る
営
業
“
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残

れ
な
い
」

さ
ら
に

「
大
手
量
販
店
で
購
入
し
た
自
転
車
の
修

理
を
依
頼
さ
れ
た
ら
、
快
く
応
じ
る
こ
と

が
重
要
。
こ
の
時
こ
そ
、
よ
り
丁
寧
に
対

応
す
る
こ
と
が
、
顧
客
を
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
る
」
と
持
論
を
語
る
。

組
合
で
も
、
営
業
力
強
化
の
た
め
の
研

修
会
を
県
内
各
地
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

組
合
員
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
計

画
だ
。

趣
味
は
家
庭
菜
園
。
自
宅
近
く
に
あ
る

三
○
○
坪
の
畑
で
、
色
と
り
ど
り
の
野
菜

を
栽
培
し
て
い
る
。

「
家
内
と
一
緒
に
育
て
て
い
て
、
今
で
は

日
常
生
活
の
一
部
。
お
か
げ
で
家
庭
も
円

満
」同

居
す
る
小
学
四
年
生
の
孫
娘
と
の
会

話
も
楽
し
み
と
語
る
時
、
家
庭
人
の
顔
を

垣
間
見
せ
た
。

静岡県自転車軽自動車商業協同組合
篠原賢一 理事長

営業力のさらなる
強化を提唱
経験に基づく持論で
組合員をリードする

組合活性化情報
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組合の動き

県
内
の
溶
接
業
務
に
携
わ
る
事
業
者

ら
三
三
一
社
で
構
成
す
る
静
岡
県
溶
接

工
業
協
同
組
合
（
梶
本
忠
恒
理
事
長
）
で

は
、
今
年
度
の
静
岡
県
工
業
高
校
校
長

会
へ
の
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
事
業
は
、
溶
接
技
術
・
技
能
の

伝
承
と
優
秀
な
人
材
確
保
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
始
め
た
も

の
。
工
業
高
校
の
教
諭
や
学
生
を
対
象

と
し
た
溶
接
技
術
講
習
会
の
開
催
を
は

じ
め
、
高
校
生
溶
接
技
術
大
会
の
競
技

課
題
の
検
討
、
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
静
岡
県
大
会
へ
の
審
査
委
員

の
派
遣
を
通
じ
て
、
工
業
高
校
教
育
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
第
一
回
講
習
会
は
六
月
三

○
日
に
開
催
。
県
内
の
工
業
高
校
九
校

の
教
諭
ら
一
八
名
が
参
加
し
、
機
械
系

の
重
要
な
加
工
技
術
で
あ
る
ア
ー
ク
溶

接
に
つ
い
て
、
組
合
員
で
あ
る
J
F
E

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
専
門
技
術
者
を

講
師
に
学
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
組
合
で
は
、
工
業
高
校
生

を
対
象
と
し
た
技
術
講
習
会
、
そ
し
て

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
競
技
課
題
の
検

討
や
審
査
委
員
の
派
遣
を
行
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

”W
A
Z
A
フ
ェ
ス
タ
二
○
一
二
“
高

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
静
岡
県

大
会
か
ら
溶
接
部
門
が
正
式
に
設
け
ら

れ
、
六
月
九
日
に
第
一
回
溶
接
競
技
会

を
開
催
し
て
い
る
。

組
合
の
西
尾
善
次
副
理
事
長
（
教
育

経
営
委
員
会
委
員
長
）
は
、「
先
生
方

は
非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
下
さ

る
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
工
業
高
校

生
の
意
欲
や
創
造
性
を
養
い
、
産
業
界

で
活
躍
で
き
る
実
践
的
技
術
者
の
育
成

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
込

め
て
述
べ
た
。

善
、
車
輌
の
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て

い
る
」（
法
月
甫
三
郎
事
務
長
）。

平
成
二
○
年
か
ら
は
安
全
運
転
コ
ン

ク
ー
ル
に
組
合
か
ら
三
チ
ー
ム
を
組
ん

で
参
加
。
翌
年
か
ら
毎
年
団
体
表
彰
を

受
賞
し
て
お
り
、
個
人
表
彰
を
受
け
た

職
員
も
多
い
。

鈴
木
理
事
長
は

「
組
合
の
取
り
組
み
が
、
組
合
員
に

も
事
故
防
止
や
安
全
意
識
の
高
揚
と
い

う
形
で
波
及
し
て
い
る
。
今
回
の
受
賞

を
励
み
に
、
組
合
も
回
収
作
業
や
安
全

運
転
へ
の
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

優
秀
安
全
運
転
管
理
事
業
所
の
金
賞

に
輝
い
た
県
内
七
事
業
所
へ
の
表
彰
伝

達
式
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
席
上
、
焼

津
資
源
開
発
事
業
協
同
組
合
（
鈴
木
敏

三
理
事
長
）
が
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
静
岡
県
事
務
所
が
発
行
す
る
、
交

通
違
反
や
事
故
の
記
録
を
記
載
し
た

”運
転
記
録
“
を
活
用
し
て
従
業
員
の

交
通
安
全
教
育
や
事
故
防
止
に
成
果
を

上
げ
た
事
業
所
を
表
彰
す
る
も
の
。

県
警
本
部
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
は
、

県
警
交
通
部
山
田
嘉
雄
部
長
か
ら
鈴
木

理
事
長
に
表
彰
状
と
盾
が
手
渡
さ
れ
た
。

組
合
で
は
七
年
前
か
ら
、
一
二
台
の

パ
ッ
カ
ー
車
で
旧
焼
津
市
内
の
約
一
七

○
○
か
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
週
三
回

に
分
け
て
回
り
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

の
一
般
廃
棄
物
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
回
収
し
て
い
る
。

「
始
業
前
に
回
収
作
業
と
運
搬
の
安

全
遂
行
を
誓
う
”私
達
の
信
条
“
を
唱

和
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
車
輌
の
点
検
を
毎
朝
実
施
。
さ
ら

に
週
に
一
度
の
幹
部
職
員
に
よ
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
危
険
箇
所
や
作
業
改

工
業
高
校
教
育
へ
の
支
援
を
通
じ
、

技
能
の
継
承
と
人
材
確
保
に
取
り
組
む

静
岡
県
溶
接
工
業
協
同
組
合

▼ベテラン技術者から丁寧な手ほどきを受ける

▶
鈴
木
理
事
長（
右
）と
法
月
事
務
長

”優
秀
安
全
運
転
管
理
事
業
所
金
賞
“を
受
賞

焼
津
資
源
開
発
事
業
協
同
組
合

▲優秀安全運転管理事業所金賞の表彰状 12中小企業静岡 2012.8
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組合活性化情報

ぬ
ま
づ
み
な
と
商
店
街
協
同
組
合

（
後
藤
義
男
理
事
長
）
で
は
、
七
月
七

日
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
沼
津
魚
仲

買
商
協
同
組
合
と
の
共
同
に
よ
る
”

第

一
回
ぬ
ま
づ
み
な
と
軽
ト
ラ
朝
市
&

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
セ
ー
ル
“
を
開
催
し
た
。

軽
ト
ラ
朝
市
に
は
、
沼
津
市
を
中
心

に
、
伊
豆
半
島
各
地
の
食
材
を
積
ん
だ

軽
ト
ラ
ッ
ク
約
二
○
台
が
並
び
、
新
鮮

な
魚
介
類
や
野
菜
な
ど
を
格
安
で
販
売

し
た
。

沼
津
魚
仲
買
商
協
同
組
合
が
運
営
す

る
沼
津
み
な
と
新
鮮
館
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
に
も
約
四
○
店
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、

多
彩
な
地
場
産
品
や
工
芸
品
な
ど
を
直

売
し
た
。

当
日
は
産
地
直
送
の
食
材
を
目
当
て

に
多
く
の
家
族
連
れ
が
詰
め
掛
け
、
朝

の
沼
津
港
を
満
喫
し
た
。

ぬ
ま
づ
み
な
と
商
店
街
協
同
組
合
の

合
ブ
ー
ス
に
展
示
。
来
場
者
か
ら
も
好

評
を
得
た
。

橋
本
理
事
長
は

「
静
岡
県
の
ツ
キ
板
生
産
量
は
全
国

第
一
位
。
今
回
制
作
し
た
も
の
を
通
じ

原
田
克
也
副
理
事
長
は
「
観
光
地
の
イ

メ
ー
ジ
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
沼
津

港
だ
が
、
地
元
の
方
々
に
も
気
軽
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
朝
市
を
通
し

て
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
語
っ
た
。

”軽
ト
ラ
朝
市
&
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
セ
ー

ル
“
は
九
月
以
降
、
毎
月
第
二
土
曜
日

に
今
回
と
同
じ
会
場
で
、
定
期
的
に
開

催
す
る
予
定
。

て
、
ま
ず
は
地
元
の
方
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ツ
キ
板

作
り
の
技
術
の
高
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

家
具
や
住
宅
内
装
材
の
表
面
用
化
粧

板
（
ツ
キ
板
）
の
製
造
業
者
四
社
で
構

成
す
る
静
岡
ツ
キ
板
協
同
組
合
（
橋
本

卓
也
理
事
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
ツ

キ
板
の
P
R
用
ツ
ー
ル
を
制
作
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
家
具
や
壁
材

な
ど
身
近
な
存
在
で
あ
る
ツ
キ
板
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
一
年
程
前
に
始
め
た
も
の
。
組

合
内
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ツ
キ

板
を
活
用
し
た
飛
び
出
す
絵
本
と
の
ぼ

り
旗
、
そ
し
て
プ
ラ
モ
デ
ル
の
完
成
に

至
っ
た
。

飛
び
出
す
絵
本
は
、
童
話
”

三
匹

の
子
豚
“
を
題
材
に
制
作
。
飛
び
出
す

部
分
に

は
木
材

を
薄
く

ス
ラ
イ

ス
し
て

作
る
ツ

キ
板
の

特
性
が

活
か
さ

れ
る
な

ど
、
木

の
ぬ
く
も
り
を
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
絵

本
と
し
た
。

組
合
で
は
こ
の
絵
本
を
、
静
岡
市
内

の
幼
稚
園
、
保
育
園
で
披
露
。
先
生
や

園
児
た
ち
は
全
て
木
で
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
大
変
驚
き
な
が
ら
も
、
オ
オ
カ

ミ
を
懲
ら
し
め
る
子
豚
の
物
語
を
楽
し

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

の
ぼ
り
旗
は
、
県
内
産
ヒ
ノ
キ
を
板

目
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
ツ
キ
板
に
、
異
な

る
木
目
に
よ
る
文
字
を
貼
り
付
け
て
目

立
つ
も
の
と
し
た
。
ま
た
プ
ラ
モ
デ
ル

は
、
本
体
に
突
き
板
を
貼
る
こ
と
で
、

落
ち
着
き
の
あ
る
雰
囲
気
を
持
た
せ
て

い
る
。

こ
の
二
つ
は
、
六
月
の
”シ

ズ
オ
カ

K
A
G
U
メ
ッ
セ
二
○
一
二
“
で
の
組

新
鮮
、多
彩
な
食
材
が
ず
ら
り

沼
津
港
で
軽
ト
ラ
朝
市
を
開
催

ぬ
ま
づ
み
な
と
商
店
街
協
同
組
合
・
沼
津
魚
仲
買
商
協
同
組
合

技
術
と
製
品
を
駆
使
し
P
R
用
ツ
ー
ル
を
完
成

静
岡
ツ
キ
板
協
同
組
合

▼“飛び出す絵本”は木のぬくもりをふんだんに感じることができる

▲新鮮な食材を求める多くの人で賑わった

▲�ツキ板を利用したのぼり旗（右）とプラモデル
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〜  組合  絆  ルネサンス  日本は一つ  〜

第64回中小企業団体全国大会
参加募集のご案内

会期／平成24年10月25日（木）
会場／フェニックス・シーガイア・リゾート「シーガイア コンベンションセンター」（宮崎県宮崎市）

全国の中小企業団体の代表が一堂に会し、その決意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の強化
充実を訴え、組合組織を通じた中小企業の安定的な発展振興を目指すため、中小企業団体全国大会が開かれます。

静岡県中央会では、今年も全国大会参加ツアーをご用意致しました。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

☆旅行日程　10月24日（水）〜26日（金）　2泊3日
☆募集人員　40名様　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
☆行　　程　※詳細な時間につきましては、後日、参加ご希望者の皆様に改めてご連絡いたします。

10
／
24

（水）

10
／
25

（木）

10
／
26

（金）

（こだま631号）	 （名鉄特急）	 （ANA353）
熱海駅□■□三島駅□■□新富士駅□■□静岡駅□■□掛川駅□■□浜松駅□■□名古屋駅□■□中部国際空港✈✈✈

7：16発	 7：27発	 7：41発	 7：57発	 8：11発	 8：28発	 9：14着/9：31発		10：06着/10：55発

	 （観光バス）
✈✈✈鹿児島空港＝＝＜高速道路＞＝＝『知覧特攻平和会館』・『武家屋敷』見学＝『城山公園』市内眺望
	 12：15着/12：35発　※車中昼食	 14：00〜16：15	 17：15〜17：45

＝＝鹿児島市内『鹿児島東急イン』泊（シングル）
	 18：00　※夕食は各自

ホテル発＝鹿児島港…（桜島フェリー）…桜島港＝道の駅たるみず（桜島遠望）＝国分IC＜高速道路＞
	 8：00	 8：10/8：15	 8：30	 9：00〜9：15	 9：45

＝『フェニックス シーガイア リゾート』到着・昼食　★ 『第64回　中小企業団体全国大会』
	 12：00〜13：00　※バイキングで昼食	 13：00〜16：40「シーガイアコンベンションセンター」
	 	 ◎13：00〜14：30	特別企画「泉谷しげる	トークライブ」

＝表彰伝達式・懇親会（『蔵元 綾 酒泉の杜』）…宮崎市内『ホテルグランディ宮崎』泊（シングル）
	 18：00〜20：00	 20：45

	 （ANA353）	 （名鉄特急）
ホ テ ル 発 ＝ 初 代 天 皇 を 祀 る『 宮 崎 神 宮 』参 拝 ＝ ＝ 宮 崎 空 港✈✈✈✈✈✈✈✈✈中 部 国 際 空 港 □ ■ □

	 9：00	 9：30〜10：15	 10：45着/11：45発　※機内昼食	 13：00着/13：47発

	 （こだま662号）
□ ■ □ 名 古 屋 駅 □ ■ □ ■ □ ■ □ 浜 松 駅 □ ■ □ 掛 川 駅 □ ■ □ 静 岡 駅 □ ■ □ 新 富 士 駅 □ ■ □ 三 島 駅 □ ■ □ 熱 海 駅
	 14：24着/15：00発	 15：52着	 16：03着	 16：17着	 16：36着	 16：50着	 16：58着

参加料金とお問い合わせ先
新富士駅・三島駅・熱海駅発着

127,000円
静岡駅発着

125,000円
浜松駅・掛川駅発着
123,000円

中央会東部事務所
（担当：近藤眞臣）

TEL：055-963-4511
FAX：055-963-8307

中央会静岡事務所
（担当： 平川博人・佐塚一弘）

TEL：054-254-1511
FAX：054-255-0673

中央会西部事務所
（担当：住川守雄）

TEL：053-453-2195
FAX：053-453-2198
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（平成24年6月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

● 製造業
・未だに風評被害の影響が続いている。夏の電力需要と再生

エネルギー負担増による電気料金値上がりは、経費負担が
大きい。経済・消費の先行きに不透明感が漂う。（食料品）

・景気は好転せず、厳しい状態が続く。消費動向も改善され 
ず、来月も厳しい状況が続くことが予想される。（繊維工業）

・家庭紙について価格値上げ交渉中。極端な安値品は少なく
なり効果が少し出ている。荷動きが少し低迷している。（紙・
紙加工品）

・鋳造・プレス（電気機器）関係は、受注量が増加。しかし
一方で受注単価は上昇せず、経費（人件費・光熱費）の負
担増により収益は悪化。（一般機器）

・東部地区は電力料金が値上げ。また、消費税増税法案が衆
院本会議で可決された。これらを背景に企業経営者は、先
行きに不安を残す。（一般機器）

・家電製品のうちエアコン・冷蔵庫の売上状況は、前年並み。
売上は天候に大きく左右されるので、この夏の猛暑に期待。

（電気機器）
・四輪部品関係は、４〜５月同様エコカー補助金による効果

で仕事量が増えているが、補助金終了後の反動による減産
を心配する声が多い。二輪部品関係は、従来より上期の生
産量少ないのが通常だったが、下期を含めても大幅に減少
した生産量は回復の見通しがたっていない。（輸送用機器）

・昨年の６月はまだ震災の影響にて、休業など継続中。なお
かつ電力不足のため次月より木金休みに変更の計画を立て
ていた。それと比較して好転。（輸送用機器）

・７月４日より10日まで松坂屋カトレアサロンで展示販売展
を行っているが、来客が少なく大変厳しい。業界全体も低
迷状態が続き、底辺を脱しきれない。（漆器製造業）

● 非製造業
・東北大震災の影響で昨年は売上が減少したが、本年は持ち

直し前々年並みになっている。 （各種商品小売業）
・５月のイベントでは、天気にも恵まれ多くの来街者でにぎ

わった。しかし一方で個店の売上に温度差が生じた。（各種
商品小売業）

・４月の宿泊者数は、前年、前々年を上回った。GWも前年
よりやや良かった。５月全般も前年並みの模様。（宿泊業）

・新しい技術に対するニーズが高く、需要はあっても供給が
できないというミスマッチ状態。人出不足感も定常化。但し、
発注単価の面では改善が見られず、景況の厳しいことには
変わりない。（情報サービス業）

・燃料価格が値下がりし、一息ついた感もあるが、依然とし
て高値のため、収益状況は厳しく資金繰りが悪化している
組合員が増加している。（運輸業）

業界の声 対象17業種より抜粋

平成24年度中小企業団体静岡県大会における
永年勤続優良従業員表彰の申請募集について

本年度の「中小企業団体静岡県大会」を下記の日程にて開催いたします。県大会の席上、永年にわたり県下
の中小企業でご活躍されてきた従業員の皆様を称える「永年勤続優良従業員表彰」を本会会長名にて行います。
つきましては、下記内容にて「永年勤続優良従業員」の申請を募集しますので、本表彰に該当される従業員
の方を多数ご推薦いただきますようご案内申し上げます。

記

◇日　時：平成24年10月11日㈭　午後1時30分開会（予定）
◇会　場：静岡市葵区追手町1‒13「しずぎんホール ユーフォニア」

（JR東海道線静岡駅北口から徒歩約8分）　　
推薦申請対象者 永年勤続優良従業員
　　（1）勤続15年以上の部（同一事業所に15年以上25年未満勤務)
　　（2）勤続25年以上の部（ 同一事業所に25年以上勤務。但し、過去本会会長表彰を受けた方であっ

ても勤続25年以上であれば表彰の対象となります。）
　　（3）勤続35年以上の部（ 同一事業所に35年以上勤務。但し、過去本会会長表彰を受けた方であっ

ても勤続35年以上であれば表彰の対象となります。）

推薦・申請期限 平成24年8月24日㈮必着
申　　請　　料 賞状代、記念品代等として1名につき7,000円
お 問 合 せ 先 静岡県中小企業団体中央会　労働対策課　担当：伊藤／青山
 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1　TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673
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・６月の前年同月比のDI値は、「販売価格」「収益状況」を除く７項目において低下した。
・�主要三指標において「収益状況」は改善したものの、「売上高」「業界の景況」について悪化傾向となっている。

売上高－49.4（5月－43.7）、在庫数量－4.9（同－8.2）、販売価格－23.0（同－24.2）、取引条件－28.8（同－
23.0）､収益状況－54.0（同－55.2）、資金繰り－32.2（同－28.8）､設備操業度－12.8（同－10.3）、雇用人員－14.9
（同－12.7）、業界の景況－59.8（同－57.5）となった。

概　況

-90.0

-80.0

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

売上高
収益状況
業界の景況

H15.7.1 H16.7.1 H17.7.1 H18.7.1 H19.7.1 H20.7.1 H21.7.1 H22.7.1 H23.7.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H24.06 －49.4 －4.9 －23.0 －28.8 －54.0 －32.2 －12.8 －14.9 －59.8

DI値

H24.05 －43.7 －8.2 －24.2 －23.0 －55.2 －28.8 －10.3 －12.7 －57.5

H24.05→H24.06 －5.7↓ 3.3↑ 1.2↑ －5.8↓ 1.2↑ －3.4↓ －2.5↓ －2.2↓ －2.3↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
収益状況は改善するも、
売上高や業界の景況で悪化の傾向

組合活性化情報
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労働部
部長　松下剛久

部長代理
田中寿一

副所長（課長）
高橋利明

課長
伊藤健雄

牧野千浪

大石裕子

深沢宮子

瀧　優希

関本　博矢部富生

住川守雄

永井康弘

椋本三千代

國友舞雪

佐塚一弘

菊池憲晃

増田泰彦

青山しのぶ

＊中央会では7月1日付けで事務局組織の変更を行いました。
　�事業部調査研究課を指導部に、
　事業部業務課と事業部業務管理課を労働部に
　それぞれ編入いたしました。

業務管理課
課長　草島信介

業務課

静岡県協同振興㈱

代表取締役
佐野光治

取締役
山梨隆康

部長
田中寿一

課長
太田　肇

町田昌恒

牧野仁美

柴田有里枝

執行役員
村田雄示

西部事務所
所長（部長代理）

小林孝志

（最賃総合
相談支援センター）

労働対策課

18中小企業静岡 2012.8

24年08月号_本文.indd   18 12/07/30   10:23



平成24年度　中央会事務局機構図
平成24年7月1日付

会　長
佐野光治

専務理事
村田雄示

指導部
部長　木村通利

総務部
部長　村松晴義

部長代理
深井利治

副所長（課長）
大村吉夫

課長代理
長谷川揚祐

押尾昌俊

杉浦理香

永田文子

勝岡あゆみ

水野　円

課長代理
田中秀幸

大谷裕紀

薮崎義行

三宅大介

上杉美穂

課長代理
渡辺国義

鈴木充正

中村佳樹

平川博人

能登香織

伊藤嘉余子

課長代理
梅原富之

高木良訓

吉田慶敏

長坂和広

岡　美希

山本つかさ

（宮本　愛）

真野匡雄

近藤眞臣

飯塚　隆

山口直子

加藤順子

（静岡県産業振興財団）

植田勝智（理事）

松本彰祥（課長）

吉田一也

総務課 連携組織課 経営支援課 調査研究課

常務理事・事務局長
眞野美博

東部事務所
所長（部長代理）

古井敏夫

事務局次長（指導担当）
木村通利

事務局次長（総務・労働担当）
松下剛久
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55歳以上の高年齢者の就職・就業を支援する

「シニアワークプログラム地域事業」のご案内

公益社団法人静岡県シルバー人材センター連合会
では、多様化する高年齢者の雇用・就業ニーズに応
える支援事業を厚生労働省（静岡労働局）の委託を
受けて実施しています。

●事業の概要
高年齢者の雇用・就業の実現に向けて、無料の「技
能・介護講習会」及び「職場体験」を開催し講習会
最終日に就職相談会（面接会）を実施します。

●講習会コース等のご案内（8月下旬以降開催分）
講習会コース

開 催 地 日 数 講　習　期　間
ヘルパー 2級資格取得（定員：20名）

伊東市 23日  8月30日〜10月16日
沼津市 24日  9月 6日〜11月 2日
静岡市 24日 10月 1日〜11月30日

福祉用具専門相談員（定員：20名）
沼津市 10日 11月 7日〜11月30日

サービス介助士2級（定員：20名）
浜松市 7日  9月24日〜10月 3日
静岡市 7日 10月17日〜10月31日

食生活アドバイザー 3級（定員：20人）
静岡市 7日  9月20日〜 9月28日

サービス接遇3級（定員：20人）
静岡市 8日  9月18日〜10月 2日

玉掛け・クレーン（定員：20人）
沼津市 7日  9月 4日〜 9月16日
静岡市 7日 10月 2日〜10月14日
浜松市 7日 12月10日〜12月22日

フォークリフト（定員：20人）
静岡市 6日 11月14日〜11月30日
沼津市 6日 12月 5日〜12月26日

宅地建物取引主任者補助（定員：20人）
浜松市 7日 12月 3日〜12月17日

マンション管理実務（定員：20人）
浜松市 7日 11月 5日〜11月13日

造園緑化サービス（定員：20人）
藤枝市 7日 10月23日〜10月31日
函南町 7日 11月 5日〜11月13日
浜松市 7日 11月14日〜11月22日

庭園サービス（定員：20人）
沼津市 8日  9月11日〜 9月21日

牧之原市 8日 10月 1日〜10月11日
菊川市 8日 10月22日〜10月31日

家事援助・子育て支援（定員：20人）
函南町 8日  9月 3日〜 9月11日
沼津市 7日 10月 9日〜11月20日
藤枝市 7日  9月26日〜10月12日

・受講対象者
静岡県内在住者で就職・就業を希望し、ハローワー

クで求職者登録をしている55歳以上の方。
・申込の方法
講習会開始日の２ヶ月前から14日前に「受講申込書」
及び「事業登録書」をパンフレット記載の申込先へ
郵送又はFAXでお送りください。
※�パンフレット（申込書綴じこみ）は各ハローワーク、各市町
のシルバー人材センター及びシルバー連合会にございます。

●�「職場体験の場の提供」及び「就職相談会の参加」
をいただける事業所さまを募集しています！
・職場体験を10月〜１月に計画しています。
・内容、時間、日程等はご相談ください。
・就職相談会（面接会）を講習会最終日に実施します。
・講習会コースの内容に関わりなく、55歳以上の求人
のある事業所さまは是非参加をご検討ください。

お問い合せ
公益社団法人静岡県シルバー人材センター連合会
シニアワークプログラム地域事業事務局
TEL：054‒254‒7240　FAX：054‒205‒4540
Eメール：shizuren@abelia.ocn.ne.jp

平成24年度　静岡市の販路開拓のご案内
大規模展示会出展等支援事業補助金

製造業を営む中小企業者及び中小企業団体に対し
て、見本市・展示会などの出展・開催経費の一部を
補助します。
●補助対象事業
①�海外や国内で開催される大規模な見本市・展示会
の「出展」及び「開催」事業
②�静岡市内で新たな見本市・展示会を「開催」する
事業　※「開催」は団体が対象
●補助対象経費等
対象経費：小間料　補助率：１/２以内　
補助上限：30万円（団体180万円）
●申込期間　平成25年2月末まで
※�原則として展示会開催１ヶ月前までに申請することが必要
です。予定に達した時点で募集を終了しますので、計画
がある場合はお早めにご相談ください。

●審査　審査は申込順に行います
お問い合せ　静岡市経済局商工部地域産業課
TEL：054‒281‒2100　FAX：054‒284‒3987
ホームページ：http://www.city.shizuoka.jp/deps/tiikisangyo/index.html
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「メンタルヘルス対策支援センター」
のご利用案内について

1.労働者を取り巻く職場の環境について
人生の中で多く時間を過ごす場所となっている「職
場」。この職場が、同僚や上司、部下そして事業主と
のコミュニケーションがうまくとれ、明るく風通し
のよい場所であれば、職業生活が楽しく快適に送れ、
仕事にもやりがいが持てるものと思われます。
しかし、近年、不況によるリストラ、それに伴う仕
事の集中や長時間労働の恒常化等労働者への仕事の
負荷が増し、更には、職場内での協調の機会が減り
人間関係の希薄化が聞かれるようになりました。
職場のコミュニケーションの改善を含む職場の「メ

ンタルヘルス対策」を確立し実践して行くことが益々
求められるところです。

2.メンタルヘルス対策支援センターでは
事業場のメンタルヘルス対策に関する「個別支援
事業」を行っております。全て国の費用によって賄わ
れますので、各組合様やご加入の事業場様のご負担
は一切ありません。今後はメンタルヘルスチェックの
義務化も控えており、いずれ事業場で自主的に確立
させていく必要があります。ぜひ、この機会にメンタ
ルヘルス対策支援センターをご利用ください。

3.個別訪問支援の種類とご利用のメリット
①管理監督者教育の実施	 【講師を派遣します】
②一般従業員研修の実施	 【講師を派遣します】
③体制づくり・計画づくりの支援	【一緒に考えます】
④職場復帰のための手順づくり	【一緒に考えます】
⑤事業場内のメンタルヘルス対策に係る相談
	 【相談日にお電話いただけます】
⑥	事業場内のメンタル不調者への対応に関する相
談	 【相談日にお電話いただけます】

※お気軽にお問い合せください。

4.ご利用のお申し込み・お問い合せ先はこちら
メンタルヘルス対策支援センター
（静岡産業保健推進センター内）
所在地：〒420‒0034	静岡市葵区常磐町２‒13‒1
	 住友生命静岡常磐町ビル９階
TEL：054‒260‒5800　FAX：054‒260‒5801
Eメール：mental-sien@shizuoka-sanpo.jp
ホームページ：http://www.shizuokasanpo.jp/sien/index.htm
受付時間：９時〜17時（休日：土、日、祝日）

平成24年度
静岡県障害者雇用促進大会のご案内

●第一部　表彰式典（13：15〜）
1.主催者あいさつ
2.来賓祝辞
3.表彰状の伝達・授与（予定）
　①厚生労働大臣表彰
　②静岡県知事褒章
　③�独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構理事長表彰

　④�独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構理事長努力賞

・障害者雇用優良事業所　
・障害者雇用促進に貢献した団体又は個人
・優秀勤労障害者
4.受賞者等による謝辞

●第二部　記念講演（14：15〜）
演題　「障がい者を確かな企業戦略に導く道筋」
講師　NPO障がい者就業・雇用支援センター理事長
　　　秦コンサルティングオフィス代表	秦	　政	氏
障がい者雇用のための特例子会社設立に関わり
経営を実践。また、日本経団連障害者雇用アドバ
イザー、厚生労働省の研究員等を歴任。
障がい者雇用の課題を多角的に見てきた経験か

ら、障がい者を確かな企業戦略に導く道筋につい
て講演します。

●とき　　平成24年9月14日（金）
●じかん　13：15〜15：45
●ところ　シズウェル7階703会議室
　静岡市葵区駿府町１‒70（静岡県総合社会福祉会館）
●交通のご案内

 バスをご利用の場合
・１番線	（唐瀬線・上足洗線・竜爪山線・北街道線）
・２番線	（東部団地・こども病院線　以上、「市民文化会館入口」降車）
・17番線	（駿府浪漫バス（20分に１便程度）「社会福祉会館前」降車）
 徒歩の場合
・JR静岡駅から15分〜20分
・静岡鉄道新静岡駅から７分〜10分

お問い合せ・申込み先
独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構
	 静岡高齢・障害者雇用支援センター
静岡市葵区黒金町59‒6　大同生命静岡ビル
TEL：054‒205‒3307　FAX：054‒205‒3308
ホームページ：http://www.jeed.or.jp/
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よ
る
）
A
p
p
l

i
c
a
t
i
o
n　

I
n
s
t
r
u
c

t
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
ト
＝
パ
ソ
コ
ン
教
育
）
の
世
界
へ

人
々
を
N
a
v
i
g
a
t
o
r
（
案
内

人
）
と
し
て
導
く
N
E
T
W
O
R
K
を

組
ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

組
合
の
主
要
事
業
は
、
パ
ソ
コ
ン
講

座
の
企
画
運
営
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
・
維
持
管
理
業
務
の
共
同
受
注
。

組
合
が
設
立
し
た
平
成
一
四
年
は
、

国
が
I
T
化
政
策
を
進
め
る
な
か
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に

普
及
し
は
じ
め
て
い
た
。
通
信
回
線
網

も
本
格
的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
時
代

を
迎
え
、
職
場
は
も
と
よ
り
、
半
数
以

上
の
家
庭
に
生
活
の
道
具
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
が
導
入
さ
れ
る
”国
民
総
I
T
化

時
代
“
幕
開
け
の
頃
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
は
あ
っ
て
も
使

い
方
が
分
か
ら
な
い
人
も
多
く
、「
買
っ

た
の
は
い
い
け
れ
ど
も
操
作
が
難
し
く

て
分
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
使
い
方

を
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
場
が
ほ

し
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一

方
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
自
社
の
P
R

ツ
ー
ル
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
も

急
速
に
増
え
て
い
た
。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
主
婦
、
ま
た
幼

い
子
供
の
母
親
も
い
た
が
、
組
合
の
特

徴
で
あ
る
”仕
事
の
シ
ェ
ア
“
を
実
施

し
、
比
較
的
自
宅
で
可
能
な
作
業
や
仕

事
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。理

事
長
経
験
者
で
あ
る
土
田
由
華
さ

ん
は「

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
頼
ん
だ
り
し
て

対
応
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
う
し
て

も
頼
め
る
人
が
い
な
い
時
に
は
、
子
供

を
打
ち
合
わ
せ
に
連
れ
て
い
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
も

仕
事
に
充
て
て
、
と
に
か
く
一
生
懸
命

に
働
き
続
け
る
毎
日
だ
っ
た
」
と
当
時

を
語
る
。

そ
の
後
、
ご
主
人
の
転
勤
な
ど
止
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
脱
退
し
た
組
合

員
が
あ
っ
た
も
の
の
、
苦
労
を
と
も
に

し
た
メ
ン
バ
ー
の
絆
は
固
い
。

「
一
○
年
間
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立

し
な
が
ら
お
互
い
を
尊
重
し
、
事
業
を

進
め
て
き
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
組

合
の
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
」。

現
理
事
長
の
林 

康
恵
さ
ん
と
副
理

事
長
の
鈴
木
美
保
さ
ん
は
、
と
も
に
胸

住　所／〒419-0201
 富士市厚原1896-181
理事長／林 康恵
組合員／4人

設　立／平成14年4月22日
T E L ／0545-72-2360

▲ホームページの制作にもきめ細やかさを活かす

丁
寧
な
指
導
で

仕
事
の
依
頼
が
急
増

家
庭
と
の
両
立
を

組
合
も
サ
ポ
ー
ト

互
い
を
尊
重
し
あ
い

走
り
続
け
た
一
○
年
間

女
性
な
ら
で
は
の
感
性
で

地
域
と
お
客
様
に
貢
献
す
る

フ
ァ
イ
ン
ネ
ッ
ト
協
同
組
合
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を
張
っ
て
語
る
。

さ
ら
に

「
発
注
し
て
下
さ
る
方
の
数
、
い
た

だ
く
仕
事
の
量
と
も
に
、
一
人
で
受
け

て
い
た
頃
の
も
の
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
ほ
ど
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

同
時
に
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
い
る
」

と
共
同
事
業
の
効
果
を
述
べ
る
。

I
T
機
器
の
普
及
が
進
み
、
多
く
の

人
が
操
作
に
慣
れ
て
き
た
影
響
も
あ
っ

て
、
近
年
、
共
同
受
注
量
は
若
干
減
少

気
味
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
べ
く
、

組
合
で
は
地
元
の
経
済
団
体
等
が
主
催

す
る
会
計
業
務
ソ
フ
ト
の
講
座
に
つ
い

て
企
画
運
営
を
受
注
。
講
師
を
務
め
る

と
と
も
に
、
受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て

個
別
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
営

業
力
を
一
層
強
化
し
、
企
業
向
け
ソ
フ

ト
に
関
す
る
講
座
の
受
注
を
拡
大
し
て

い
く
。
ま
た
、
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
関
し
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と

い
う
。

「
こ
の
一
○
年
で
自
分
た
ち
に
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
を
付
け
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

時
代
に
合
っ
た
提
案
を
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
林
理
事
長
。

常
に
”
I
T
を
通
じ
て
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
“
と
い
う
気
持

を
胸
に
、
走
り
続
け
て
き
た
フ
ァ
イ
ン

ネ
ッ
ト
協
同
組
合
。
女
性
な
ら
で
は
の

感
性
を
活
か
し
、
次
の
一
○
年
に
向
け

て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
図
る
。

▲（左から）林さん、鈴木さん、土田さん、渡邉さん

▲丁寧な指導が好評なパソコン講座

組合活性化情報

I
T
を
通
じ
て

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い

組合運営に活かす中小企業施策　 〜静岡県と中央会の中小企業施策を知る〜

平成24年度組合事務局代表者会議のご案内
日　　時	 平成24年9月12日（水）　	15：00〜18：30
　　[第1部]	 講	演	会（15：00〜16：10）
	 講師：静岡県経済産業部商工業局　局長　望月　誠	氏
	 	静岡県経済産業部商工業局の望月局長より、中小企業組合とその組合員企業に期

待するところを伺うとともに、組合と組合員企業が利用可能な商工業施策をご紹
介いただきます。

　　［第2部］	 中央会の施策説明と意見交換会（16：10〜17：15）　
	 	全国中央会と静岡県中央会それぞれが行う中小企業施策のポイントについての説

明を踏まえて、ご参加の方々との意見交換を行います。
　　［第3部］	 交	流	会（17：20〜18：30）
会　　場	 クーポール会館（静岡市葵区紺屋町2-2　	TEL	054-254-0251）

参	加	費	 6,000円（交流会費含む　※講演会・情報交換会のみご参加の方は無料）

主　　催	 静岡県中小企業団体中央会

共　　催	 静岡県中小企業団体職員協会

お問合せ	 中央会　経営支援課（担当：平川・伊藤嘉）　TEL	054-254-1511
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静岡県清水青年中央会
神山賢太郎
デイサービスセンター

なでしこ

発
見
と
笑
顔
に
囲
ま
れ
る

毎
日
で
す

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
清
水
青
年
中
央
会
所
属
の
神
山
賢

太
郎
と
申
し
ま
す
。

現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。施
設
を
オ
ー

プ
ン
し
て
四
か
月
が
経
ち
、
地
域
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

当
施
設
で
は
特
に
リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
以
前
よ

り
少
し
で
も
お
体
の
具
合
が
良
く
な
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

毎
日
新
し
い
発
見
と
多
く
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

私
も
職
員
と
と
も
に
日
々
研
鑽
を
積
み
、
御
利
用
者
様
に
寄

り
添
っ
た
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
次
第

で
す
。

私
に
と
っ
て
青
年
中
央
会
の
活
動
は
、
自
分
を
磨
く
掛
け
替

え
の
無
い
場
で
あ
り
ま
す
。

今
期
は
清
水
青
年
中
央
会
宮
原
会
長
の
下
、
研
修
委
員
長
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

国内市場が今後、緩やかに減少するとされる
中、中小企業も海外に販路を開拓していくことが
より一層求められている。
しかし隘路も多く、昨年度本会で行った調査で
は、半数近くの企業が「販路開拓のための交渉」
や「現地での情報収集」を問題としている。
これらを解決するには、商社や現地の事情に明
るい人物に仲介してもらうことが大事だが、まず
は自らが海外との取引に慣れるように心がけるこ

とも必要ではないだろうか。
調査の一環で伺った紀州繊維工業協同組合の
妙中清剛理事長は、海外展開のポイントについて
「国内の展示会で海外の同業者と交流し、情報
を入手する。その上で自らの市場と目される国の
展示会に出かけ、現地の同業者を通して情報収
集を図ること」と語ってくれた。
海外市場開拓の成功の秘訣はオーナーの行動
力にあるのかもしれない。� （中村）

読者プラザ

中小企業静岡8月号（通巻705号）
● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
   東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
   西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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